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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支柱に設置した平坦な横架材を備え，前記支柱は道路の測定表面と平行に前記平坦な横
架材を設置できるよう高さが調整可能であり，前記平坦な横架材はホルダの垂直杆に堅固
に連結され，前記ホルダは車輪のハブの中心に位置決め装置を取り付けることができるよ
う前記垂直杆上に摺動可能に設置され，前記垂直杆に前記ホルダを摺動可能に装着するた
めの装着手段が係止可能であり，前記平坦な横架材の外縁には，音圧センサを載置するた
めのマークと，前記平坦な横架材上の前記マークから伸長し，前記車輪のタイヤの最接近
部と前記測定表面との間の接触点へ前記音圧センサを向けるために，交点という共有点を
有するラインとが設けられることを特徴とする，前記道路の前記測定表面を走行中にトレ
ーラの前記車輪のタイヤが発する音圧を測定するために前記トレーラ上に前記音圧センサ
を位置決めするための位置決め装置。
【請求項２】
　前記音圧センサを載置するための前記マークが，前記音圧センサを受容して設定位置に
固定するために凹条であることを特徴とする請求項１記載の位置決め装置。
【請求項３】
　前記平坦な横架材と前記測定表面との間の距離は，前記支柱により６～２５ｃｍの範囲
に調整可能であることを特徴とする請求項１記載の位置決め装置。
【請求項４】
　前記音圧センサを載置するためのマークは，前記車輪の軸に対して対称に配置され，互
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いに均等に離間することを特徴とする請求項１記載の位置決め装置。
【請求項５】
　前記音圧センサを載置するための前記マーク間の間隔が１５～２５ｃｍの範囲であるこ
とを特徴とする請求項４記載の位置決め装置。
【請求項６】
　前記平坦な横架材の外縁に定規ないし目盛りを設けたことを特徴とする請求項１記載の
位置決め装置。
【請求項７】
　前記音圧センサが指向性マイクであることを特徴とする請求項１記載の位置決め装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術発明は，道路の測定表面上を走行中にトレーラの車輪のタイヤが発する音圧を測
定するために，トレーラ上で音圧センサを調整する位置決め装置に関する。
【０００２】
技術水準
　上記タイプのトレーラを１又はそれ以上の基準速度で試験路面／基準タイヤの接触面で
生じた音圧レベルを測定するために使用し，測定は音圧源から近距離での測定法である「
近接測定法(Close Proximity Method)」を利用して行う。この方法はＩＳＯ／ＣＤ１１８
１９‐２の規格案に詳細に記載されている。各基準タイヤ及び該タイヤでの各試乗のため
に，各２０ｍ長の試験区分における平均騒音レベル及び車両速度を記録する。その後，変
換によって基準速度に対する騒音レベルを平常値にし，各基準速度において，各測定マイ
クで得られた平均騒音レベルは，タイヤ／道路の接触面での騒音レベル又は音圧レベルと
称する。その後，基準タイヤの各タイプでの結果を，様々な路面の音響特性と比較するた
めに使用可能な１桁のＣＰＸＩ指数に変換してもよい。
【０００３】
　音圧レベルは，各車輪で少なくとも２本のマイクにより感知させなければならない。特
別な測定用自走式車両又は普通車に牽引された測定用トレーラを測定に使用する。車輪に
は基準試験タイヤが装着されており，試験車両／トレーラは，単輪又は互いに隣接させた
複輪を有してもよい。マイクを走行又は制御された車輪の近くに設置してはならず，マイ
クと測定されない車輪との間の距離は少なくとも１．５ｍであり，更に，測定結果に影響
を及ぼし得るあらゆる音波反射を防止するために車両の下部を吸音材料で被覆する必要が
あるという要件によって自走式測定用車両への使用は制限される。
【０００４】
　タイヤ騒音を正確に測定するため，数個の音圧センサ，通常，指向性マイクを使用し，
騒音源，すなわち被測定タイヤと試験路面との間の接触点にこれらの指向性マイクを向け
て，音圧の源から所定距離にマイクを置くことは極めて重要である。この作業は複雑で時
間が掛かる。何故なら，多数の独立した可変条件，すなわち，試験路面上の指向性マイク
の高さ，車軸に対する指向性マイクの移動，及び，指向性マイクをタイヤと路面との間の
接触点に向けるための空間配置を同時に調整する必要があるからである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本技術発明の目的は，音圧センサをタイヤと路面との間の接触点に容易に向かせ，その
位置に固定できるように，タイヤが発する音圧を測定する前に音圧センサを位置決めする
ためのトレーラ用の機器を設計することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題は，道路の測定表面上を走行中にトレーラの車輪のタイヤが発する音圧を測定
するために，前記トレーラ上に音圧センサを位置決めするための本発明の位置決め装置に
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より解決されるものであり，前記位置決め装置は支柱に設置した平坦な横架材を備え，前
記支柱は路面と平行に前記平坦な横架材を設置できるよう高さが調整可能であり，一方，
前記平坦な横架材はホルダの垂直杆に堅固に連結され，前記ホルダは車輪のハブの中心に
前記位置決め装置を取り付けることができるよう前記垂直杆上に摺動可能に設置され，前
記垂直杆に前記ホルダを摺動可能に装着するための装着手段は係止可能であり，前記平坦
な横架材の外縁には，前記音圧センサを載置するための複数のマークと，前記平坦な横架
材上の前記マークから伸長し，前記車輪のタイヤの最接近部と前記道路の前記測定表面と
の間の接触点へ前記音圧センサを向けるために，交点という共有点を有するラインとが設
けられる。
【０００７】
　好適には，前記音圧センサを載置するための前記マークは，前記音圧センサを受容して
設定位置に保止固定するための凹条としてある。
【０００８】
　本発明の更なる実施態様によれば，前記横架材は４本の前記支柱の上に設置され，前記
横架材と前記路面との間の距離は，前記支柱により６～２５ｃｍの範囲に調整可能である
。
【０００９】
　本発明の更なる実施態様によれば，前記音圧センサを載置するための前記マークは車輪
の軸に対して対称に配置され，互いに均等に，好適には１５～２５ｃｍ離間する。
【００１０】
　本発明の更なる実施態様によれば，前記横架材は外縁に定規ないし目盛りを設ける。
【００１１】
　最も好適な実施態様によれば，前記音圧センサは指向性マイクである。
【００１２】
　添付図面を参照して，技術的な解決策を更に詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の位置決め装置の例示的な実施態様の側面図。
【図２】本発明の位置決め装置の例示的な実施態様の平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は，トレーラの走行方向から見た，音圧センサを調整するための位置決め装置の例
示的な実施態様の側面図を示す。複数の音圧センサ（図示せず）はトレーラ（図示せず）
の杆状部材に取り付ける。道路の測定表面を走行中に車輪のタイヤ１が発する音圧レベル
を測定する間，前記杆状部材はトレーラの走行方向に対して平行に設置される。前記位置
決め装置は，路面４に対して平行に平坦な横架材２を設置できるよう高さを調整可能な複
数の支柱３に載置した平坦な横架材２を備える。平坦な横架材２の内縁５は，車輪のタイ
ヤ１に隣接しており，平坦な横架材２はホルダ７の垂直杆６に堅固に取り付けられ，車輪
のハブの中心に位置決め装置を取り付けるためのホルダ７は，垂直杆６に対して摺動可能
に設置される。ホルダ７と垂直杆６との摺動可能な連結部は，係止装置（図示せず）によ
り係止し得る。平坦な横架材２と路面４との間の距離は，前記複数の支柱３により６～２
５ｃｍの範囲に調整し得る。
【００１５】
　図２は音圧センサを位置決めするための位置決め装置の例示的な実施態様の平面図を示
す。平坦な横架材２の内縁５は車輪のタイヤ１に隣接しており，平坦な横架材２は，音圧
センサを載置するための複数のマーク９を有する外縁８を設け，平坦な横架材２上のこれ
らマーク９から，タイヤ１の最接近部と道路の測定表面４とが接触する部分へ音圧センサ
を向けるための交点という共有点へ複数のライン１０が伸長する。音圧センサを載置する
ためのマーク９は音圧センサを受容して設定位置に固定するため，通常は凹条である。音
圧センサを載置するためのマーク９は通常，車輪及びタイヤ１の軸に対して対称に配置さ
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れ，１５～２５ｃｍ，好適には２０ｃｍの範囲で均等に互いに離間する。平坦な横架材２
は，外縁８に定規ないし目盛り（図示せず）を備え，該定規ないし目盛りを使用して各マ
ーク９と平坦な横架材２の中心との間の距離を読み取るか，或いは平坦な横架材２の外縁
８に沿った規定の経路に音圧センサを移動させることが可能となる。音圧センサとして指
向性マイクが最も一般的に使用される。
【００１６】
　操作中，音圧センサを調整するための位置決め装置は以下のように作動する：路面４上
に音圧センサが設置されるべき高さを決定する。例えばねじ手段(thread means)を使用し
て支柱３を所望の高さに応じて持ち上げる。前記例示的な実施態様によると，位置決め装
置があらゆる車輪寸法及びタイヤ寸法に適合できるように，位置決め装置は，路面４上の
平坦な横架材の高さを６～２５ｃｍに調整することができる。平坦な横架材２を，車輪の
タイヤ１に隣接する内縁５と共に設置する。その後，垂直杆６をホルダ７内に移動させ，
車輪のハブの中心に位置決め装置を取り付けることが可能となる。ホルダ７が車輪の取り
付けハブの中心に取り付けられ，路面４上で平坦な横架材２が支柱３により持ち上がるよ
う支柱３が設置されると，ホルダ７は垂直杆６で係止され，位置決めの開始が可能となる
。蝶着されたホルダ（図示せず）に音圧センサが設置される。これらのホルダの接合は解
除されず，音圧センサの最上部を各マーク９内に収容し，センサはライン１０の交点に向
けて平坦な横架材２上のライン１０に沿って向けられ，それにより平坦な横架材２の平面
内の音圧センサの軸の垂直投影が各ライン１０と一致する。その後，１つの平面内のみに
，すなわち音圧センサの軸及び各ライン１０により画定された平面内に音圧センサを手動
で設置する必要がある。この手動での設置によって，音圧センサはタイヤ１の最接近部と
道路の測定表面４との接触点に向けられる。個々の音圧センサを設置した後に，平坦な横
架材２及び車輪のハブに取り付けたホルダ７から支柱３を取り外し，それにより，音圧セ
ンサのいずれかと不慮に衝突することなくタイヤ１周辺の領域から安全に平坦な横架材２
が引き抜かれ得る。
【００１７】
　本発明の音圧センサを位置決めするための位置決め装置を使用すれば，音圧センサの位
置決めに要する時間が大幅に削減され，結果としてこのような位置決めが大幅に正確なも
のとなる。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　本発明は，測定路面を走行中に車輪のタイヤが発する音圧レベルの測定の準備をする際
に使用し得る。
【符号の説明】
【００１９】
１．タイヤ　
２．平坦な横架材
３．支柱
４．路面
５．（平坦な横架材の）内縁
６．垂直杆
７．ホルダ
８．（平坦な横架材の）外縁
９．マーク
10．ライン
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